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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 166,237 35.2 4,271 52.6 3,114 11.1 1,382 △86.8
23年3月期 122,929 13.3 2,798 623.0 2,804 ― 10,500 ―

（注）包括利益 24年3月期 1,973百万円 （△82.2％） 23年3月期 11,100百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 35.28 ― 1.9 2.0 2.6
23年3月期 267.97 ― 15.9 2.3 2.3

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 160,786 73,260 45.2 1,857.15
23年3月期 151,947 71,901 46.8 1,817.13

（参考） 自己資本   24年3月期  72,735百万円 23年3月期  71,186百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 3,274 △7,301 252 12,658
23年3月期 2,699 △18,924 20,357 16,317

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00 391 3.7 0.6
24年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00 391 28.3 0.5
25年3月期(予想) ― 5.00 ― 5.00 10.00 9.8

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 72,700 6.7 △1,100 ― △1,200 ― △1,500 ― △38.30
通期 167,500 0.8 5,500 28.8 5,300 70.2 4,000 189.4 102.13



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注) 詳細は、添付資料24ページ「1株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 39,540,000 株 23年3月期 39,540,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期 375,147 株 23年3月期 365,003 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 39,170,605 株 23年3月期 39,184,085 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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・当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、平成23年3月11日に発生した東日本大震災により急速に落ち

込んだものの、サプライチェーンの復旧に伴い回復に転じるなど、持ち直しの動きとなってきまし

た。一方、レアアース等の原材料の高騰などによるコスト上昇に加えて、円高の長期化により、輸出

産業の業績は急速に落ち込みました。 

海外経済は、欧州債務問題の長期化や中国経済の成長鈍化などの世界的な経済不安があり依然とし

て厳しい状況が続いています。 

医療機器業界においては、ヘルスケアに対するニーズが高まる一方でグローバルでの医療機器の性

能及び価格の競争激化などにより厳しい経営環境が続いております。 

当社グループは、日立グループのヘルスケア事業の中核企業として現行事業を拡大・発展させるた

めに特長ある新製品の拡販や一層のコスト削減に努めてまいりました。 

なお、日立アロカメディカル(株)を前年度第4四半期より連結子会社化したことにより、医療機器事

業の診断用超音波装置のラインアップが拡大すると共に、汎用分析装置事業、医用分析装置事業のセ

グメントが前年同期に比べて増加しました。 

この結果、売上高は、166,237百万円と前期と比べ43,308百万円（35.2％）と日立アロカメディカル

（株）を子会社化したことで増収となりました。営業利益は、4,271百万円と前期と比べ1,473百万円

（52.6％）の増益、経常利益は、3,114百万円と前期と比べ310百万円の増益、当期純利益は、1,382百

万円と前期と比べ△9,118百万円の減益となりました。なお、前年度は、日立アロカメディカル（株）

の子会社化に伴う負ののれん発生益を特別利益に計上していました。 

  

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

①医療機器事業 

医療機器事業は、日立アロカメディカル（株）が加わったことにより診断用超音波装置が前年を大

幅に上回りました。また、欧州の販売会社については、決算日を12月31日から3月31日に変更したこと

に伴い、平成23年1月1日から平成24年3月31日までの15カ月間を連結しております。 

ＭＲイメージング装置は、国内では、超電導磁石方式のECHELON RXが好調で前年を上回りました

が、海外では北米のサービス収入が減少したことで全体では前年並みの売上高となりました。 

Ｘ線ＣＴ装置は、海外では64スライスＸ線ＣＴ装置SCENARIA発売により前年を上回りましたが、国

内ではＣＴ装置ECLOSが前年を下回り、全体では前年並みの売上高になりました。 

Ｘ線装置は、国内において、日本赤十字社殿向けの血液照射装置やデジタル透視撮影システム

EXAVISTAが好調だったことにより前年を上回る売上高になりました。 

この結果、当セグメントの売上高は、134,158百万円と前期と比べ25,566百万円（23.5％）の増収と

なりましたが、セグメント利益は、207百万円と前期と比べ2,322百万円（91.8％）の減益となりまし

た。 

この増収減益の要因は、製品の価格競争激化、永久磁石方式ＭＲイメージング装置の原料であるネ

オジムの価格が高騰し、その影響を受けたことによるものです。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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②医療情報システム事業 

医療情報システム事業の売上高は、8,975百万円と前期と比べ501百万円(5.9％)の増収、セグメント

損失は、1,334百万円と前期と同様損失となりました。 

  

③汎用分析装置事業 

福島第１原子力発電所事故に起因する放射能汚染の深刻さから急増した機器需要に対応するため、

生産体制を強化しました。 

 製品別では、ポータブルの放射線測定装置、個人被ばく線量計及び食品放射能測定装置の需要が急

増するなど大幅な出荷増となり、前年を大きく上回りました。 

この結果、当セグメントの売上高は、15,262百万円と日立アロカメディカル（株）の第4四半期のみ

が加わった前期と比べ11,488百万円（304.4％）の増収、セグメント利益は、4,249百万円と前期と比

べ3,203百万円（306.2％）の増益となりました。 

  

④医用分析装置事業 

検査自動化システムにおいては、主要顧客である医療機関の検体検査部門、臨床検査センターに対

して、積極的な営業展開を行い、大型システムを納入しました。また、診断薬メーカーへのＯＥＭ分

析装置においては、国内外ともに堅調に推移し前年を上回りました。 

この結果、当セグメントの売上高は、7,834百万円と日立アロカメディカル（株）の前年度第4四半

期のみが加わった前期と比べ5,747百万円（275.4％）の増収、セグメント利益は、1,129百万円と前期

と比べ795百万円（238.0％）の増益となりました。 

  

・次年度の連結業績予想 

世界経済全体は、欧州経済悪化の減速や米国経済の回復など、前年度に比べて若干持ち直すものと

思われます。一方で、依然として残る欧州の債務危機、世界各国の政治リスクの顕在化、とりわけ原

油価格の高騰、中国での景気減速などのリスク要因が想定されます。 

このような状況下において、当社グループは、日立グループのインフラシステムグループの一員と

しての医療事業を推進するとともに、以下の経営課題に積極的に取り組み、より強い企業体質への変

革、グローバル事業の推進に注力してまいります。 

  

＜収益力強化＞ 

抜本的なコスト構造の見直しに当社グループ一丸となって取り組みコスト競争力を高めるととも

に、収益力強化に努めてまいります。 

  

＜海外生産力強化＞ 

昨年10月に中国・蘇州市において新工場の建設を着手し、本年秋から生産を開始する予定です。こ

れにより、新興国向け製品を中心に拡大するとともに、中国国内での地産・地消を加速してまいりま

す。 
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＜海外売上高拡大＞ 

〔中国〕 

中国新工場での生産・現地販売を更に強化してまいります。診断用超音波装置につきましては、日

立アロカメディカル（株）との中国販売統合を本年1月に完了し、更に中国での販売を加速してまいり

ます。 

〔アジアベルト〕 

日立アロカメディカル（株）とシンガポール拠点を統合し、インドに現地事務所（平成23年10

月）、エジプトに販売会社を設立（平成24年5月予定）し、より市場に近いところで活動を展開し、ま

た複数代理店の導入など工夫を凝らすことで、販売強化に取り組んでまいります。 

〔米州〕 

ワイドボアＭＲイメージング装置ECHELON OVAL、超電導オープンＭＲＩ装置OASIS、64スライスＸ線

ＣＴ装置SCENARIAなどの上級機種をベースに、病院市場に更にアプローチを強化してまいります。中

南米市場にも、永久磁石方式のＭＲイメージング装置、Ｘ線ＣＴ装置、Ｘ線装置、診断用超音波装置

を更に販売拡大してまいります。 

〔欧州〕 

日立アロカメディカル（株）の欧州販売会社との統合を完了し、診断用超音波を中心とした事業の

拡大に努めてまいります。更に、ＭＲイメージング装置、Ｘ線ＣＴ装置なども含めて、東欧・ロシ

ア・北アフリカなどの市場にも販売強化してまいります。 

  

＜国内販売力強化＞ 

〔高機能製品販売強化〕 

製品専任営業部門を強化し、高機能製品の拡販をより一層推進してまいります。 

〔中小病院向け営業強化〕 

中小病院向け営業本部を本年4月に新たに設置し、医療情報システムと画像診断機器を組み合わせた

ソリューションの提供に注力してまいります。 

〔営業拠点統合〕 

昨年より取り組んでまいりました子会社の日立アロカメディカル（株）、日立メディカルコンピュ

ータ（株）との営業拠点統合を継続し、より効率的な販売体制を構築してまいります。 

  

＜製品戦略＞ 

〔ＭＲイメージング装置〕 

画像性能と検査環境の快適性を高水準で両立させた1.5テスラＭＲイメージング装置ECHELON OVALの

グローバル拡販を推進してまいります。本装置は、オープンＭＲＩ装置の基本コンセプトPatient 

Friendlyを継承し、楕円形のワイドボアを実現し、被検者に快適な検査空間を提供するとともに、撮

影部位を容易に磁場中心に設定でき、高画質画像を得ることができます。 

〔診断用超音波装置〕 

日立アロカメディカル（株）との企業結合により強化されたグループ販売網を活用したグローバル

シェアの拡大に取り組むとともに、コストパフォーマンスに優れた豊富な製品ラインアップの構築・

臨床分野に適した特長ある差別化技術の開発に取り組み、外部環境の変化を意識したコスト対応力の

強化を進めてまいります。 
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〔Ｘ線ＣＴ装置〕 

グローバル市場でボリュームゾーンである64／16スライス市場に対応し、64スライスＸ線ＣＴ装置

SCENARIA、16スライスＸ線ＣＴ装置ECLOSの拡販に取り組みます。SCENARIAは、これまでの被ばく低減

性、被検者に優しく多くの臨床ニーズに対応可能とした横スライドテーブル機能に加え、画像ノイズ

処理技術を更に発展しＸ線量を減らすことで約50％被ばく低減（当社従来比）を実現した新モデルを

市場投入し、国内および欧米、中国をはじめとする新興国で拡販を進めてまいります。 

〔Ｘ線装置〕 

大学病院からクリニックまで、さまざまなクラスの施設のニーズに基づき、オールフリースイッチ

内蔵のワンタッチハンドルでスムーズな操作、静かなロック音などを実現した新型天井走行式管球保

持装置SX-A300シリーズのグローバル拡販を進めてまいります。また、東南アジア各国に専任担当者を

配置し、Ｘ線ＴＶ装置を中心とした上級機種の新興国拡販にも注力いたします。 

〔医療情報システム〕 

本年上期に新型画像システムImageConcierを市場投入し、モダリティとのバンドル販売、電子カル

テシステムとの連動により中小病院・健診施設にトータルソリューションを提供することでシェア拡

大を図ります。また、今後急速な普及が想定される中小病院・クリニック向け電子カルテシステム市

場には、より導入しやすいパッケージ品販売を推進してまいります。 

[汎用分析装置] 

今後も原子力発電所事故への対応を最優先課題とし、緊急防護措置計画範囲（ＵＰＺ）の拡大によ

るモニタリング強化、除染関連製品、食品向け製品等の機器需要に対応してまいります。また、今後

増加が見込まれる点検・校正需要に対応すべく保守業務の強化に取り組んでまいります。 

 海外市場においては、中国を中心としたアジア市場における販売網の強化、市場ニーズに対応した

製品の企画・投入を進めてまいります。 

[医用分析装置] 

検査自動化システム、体外診断薬メーカへのＯＥＭ分析装置および新規分野（調剤市場）の３分野

を柱として、各分野の市場ニーズに適した製品展開を引き続き行い、積極的な事業活動を展開してま

いります。 

  海外市場では、他社メーカと連携し販路開拓等の拡販に取り組んでまいります。  

  

以上のような状況を踏まえ、次年度（平成25年3月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高

1,675億円(前期比0.8％増)、営業利益55億円(28.8％増)、経常利益53億円(70.2％増)、当期純利益40

億円(189.4％増)を見込んでいます。 
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①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末と比べて8,839百万円増加し、160,786

百万円となりました。これは、現金及び預金の3,373百万円減少、受取手形及び売掛金の10,960百万円

増加、無形固定資産の1,598百万円増加などによるものです。 

負債は、前連結会計年度末と比べて7,480百万円増加し、87,526百万円となりました。これは支払手

形及び買掛金の2,904百万円増加、短期借入金の1,281百万円増加、流動負債その他の1,688百万円増加

などによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末と比べて1,359百万円増加し、73,260百万円となりました。これは、主

として利益剰余金の988百万円増加などによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物の期末残高は、営業活動による収入、投資活動及び財

務活動による収入により、前連結会計年度末と比べて3,659百円減少し、12,658百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは3,274百万円の収入となりました。この主な内訳は、税金等調

整前当期純利益2,464百万円、減価償却費5,208百万円、仕入債務の増加1,555百万円、法人税等の還付

796百万円による資金の増加及び売上債権の増加9,602百万円による資金の減少などによるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、7,301百万円の支出となりました。この主な内訳は、有形及

び無形固定資産の取得による支出6,082百万円、子会社株式の取得による支出1,471百万円などによる

ものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、252百万円の収入となりました。この主な内訳は、短期借入

金の増加1,274百万円、長期借入金の返済による支出565百万円、配当金の支払額422万円、少数株主へ

の配当金の支払額40百万円などによるものです。 

  

当社グループは、株主の皆様への利益還元を最も重要な課題のひとつと考えて経営に取り組んでお

ります。剰余金の配当につきましては、株主の皆様に対する適正な利益の還元と研究開発投資のため

の内部資金留保とのバランスを考慮し、業績及び財政状態を総合的に勘案して実施することとしてお

ります。 

なお、当会計年度の中間配当につきましては、１株につき５円とさせていただきましたが、期末配

当につきましても、中間配当と同様１株につき５円とさせていただく予定です。 

  

（２）財政状態に関する分析

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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 ①為替レート 

当社グループの海外売上高比率は前連結会計年度34.8％、当連結会計年度 39.5％であり、当社グル

ープの経営成績は為替変動の影響を受けております。特に北米と欧州地域での当連結会計年度の売上

高に占める割合がそれぞれ9.7％、15.4％と高く、米ドルとユーロに対する為替変動が当社グループの

業績に影響を及ぼす可能性があります。この影響を排除するため為替予約によるリスクヘッジを行な

っておりますが、このリスクを完全に回避できる保証はなく、為替変動が当社グループの業績に影響

を及ぼす可能性があります。 

  

 ②法的規制 

当社グループの製品は、医療機器として国内の薬事法、米国でのFDA(米国食品医薬局)規制など各国

で法的な規制を受けており、国内外でのこれらに準じる規制の予測できない改正等により当社製品の

売上に影響を及ぼす可能性があります。 

  

 ③主要製品の販売地域 

当社グループの主要製品のうち、ＭＲイメージング装置の海外における主要な販売地域は北米地

域、また、診断用超音波装置の海外における主要な販売地域は欧州地域であります。 

このような主要な製品の一定の販売地域への集中は、当該地域における急激な経済情勢、法的規制

等の変化により、当社グループの業績へ影響を及ぼす可能性があります。 

  

 ④製造物責任 

当社グループの主な製品は医療に貢献する画像診断用機器であり、これによる診断画像の取得のた

め、人体に近接し機能する機器であります。設計・製造・据付・保守の全ての過程で厳格な品質管理

を徹底しており、製造物に起因する事故の防止には万全の対策を行なっております。 

しかし、将来においてこの事故が起こる可能性が皆無とは言えず、製造物責任賠償保険に加入しそ

のリスクの回避に努めておりますが、当該事故に対する補償額を当保険でカバーできない場合には、

当社グループの業績へ影響を及ぼす可能性があります。 

  

（４）事業等のリスク
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当社グループは、当社及び連結子会社33社で構成されており、医療機器、医療情報システム、汎用分析

装置及び医用分析装置の開発、製造、販売及び据付、保守サービス等の事業活動を行なっております。 

当社及び連結子会社の当該事業に係わる位置付けは、次の通りであります。 

 
また、物流管理の一部については子会社であるアロカビジネスサービス(株)が行っております。 

上記のほか、親会社の(株)日立製作所の子会社である日立キャピタル(株)とファクタリング取引等を行

っております。 

２．企業集団の状況

事業の内容 主要製品 子会社の位置付け

医療機器事業

ＭＲイメージング装置
〔製造、販売〕

日立アロカメディカル株式会社 

 Performance Controls Inc.

 日立医療系統(蘇州)有限公司

 阿洛卡精密儀器(大連)有限公司

  上海阿洛卡医用儀器有限公司

ALOKA TRIVITRON MEDICAL TECHNOLOGIES PRIVATE LIMITED

〔販売、保守サービス〕

 Hitachi Medical Systems America, Inc.

及びその子会社１社

 Hitachi Medical Systems Europe Holding AG

及びその子会社16社

 Hitachi Medical Systems (S) Pte Ltd

日立医療器械(北京)有限公司

日立医療(広州)有限公司

阿洛卡国際貿易(上海)有限公司

HITACHI ALOKA MEDICAL KOREA, Ltd.

台湾日立亜禄加醫療設備股份有限公司

Ｘ線ＣＴ装置

Ｘ線装置

診断用超音波装置

核医学装置

医療情報
システム事業

医用画像管理システム 〔製造、販売、保守サービス〕

日立メディカルコンピュータ株式会社
病院情報システム

総合健診システム

医療事務システム

汎用分析
装置事業

放射線測定装置

放射線(能)管理装置

〔製造、販売、保守サービス〕

  日立アロカメディカル株式会社

医用分析
装置事業

検体検査装置

分注装置

〔製造、販売、保守サービス〕

  日立アロカメディカル株式会社
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以上述べた事項を事業系統図によって示すと、次の通りであります。 
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当社グループは、「よりよい医療システムの提供を通じてヘルスケアの進歩に貢献し、世界の人々の

健康に奉仕する」を企業理念とし、医療の現場でお客様にとって真に必要とされる価値を追求した製品

開発、販売並びにサービスの提供を常に心がけております。 

このような企業理念のもと、お客様や株主の皆様、従業員など、全ての関係する皆様と、社会からの

信頼と期待にお応えすることを経営の基本方針としております。 

  

当社グループの属する画像診断システム市場を取り巻く環境は、医療費抑制策や激しいグローバル競

争により、ますます厳しさを増しております。 

急速な高齢化や高度医療技術の発展による医療費高騰が、解決すべき社会全体の課題の一つとなる中

で、医療技術の高度化により、人の命を救い、ＱＯＬ(Quality of Life)の充実と、可能な限りコスト

を低減しながらより良い医療を提供していくことが、強く求められております。 

このような社会の要請に応えるため、以下の点を重点に進めてまいります。 

①日立グループ技術力を活用した製品開発力の強化 

自社開発力の強化に加え、日立グループが持つ技術力を全面的に活用してまいります。  

また、広範囲な画像診断機器の開発力の強化のためには海外を含む他社との技術提携、共同開

発も視野に入れて展開してまいります。 

②グロ－バルな販売体制の強化 

当社グループは、北米、欧州、アジアに地域販売会社を持っていますが、販売代理店の強化を図

り、ＭＲイメージング装置、Ｘ線ＣＴ装置、診断用超音波装置、Ｘ線装置などのマルチモダリティ

販売体制を充実してまいります。 

なお、当社グループにおいては、引き続き「基本と正道」に則り、コンプライアンス遵守経営の徹底

に全社一丸となって取り組んでまいります。 

  

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）中長期的な会社の経営戦略
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４．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,524 13,151

受取手形及び売掛金 45,756 56,716

商品及び製品 19,742 18,645

仕掛品 10,923 12,369

原材料及び貯蔵品 13,156 12,327

繰延税金資産 4,622 4,954

その他 2,873 4,052

貸倒引当金 △470 △544

流動資産合計 113,126 121,670

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,378 6,883

機械装置及び運搬具（純額） 1,408 1,199

土地 8,198 8,179

その他（純額） 3,143 3,635

有形固定資産合計 20,127 19,896

無形固定資産

のれん 1,916 2,301

ソフトウエア 8,434 9,478

その他 2,437 2,606

無形固定資産合計 12,787 14,385

投資その他の資産

投資有価証券 1,380 1,101

繰延税金資産 1,634 1,236

その他 3,256 2,831

貸倒引当金 △363 △333

投資その他の資産合計 5,907 4,835

固定資産合計 38,821 39,116

資産合計 151,947 160,786
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度
(平成24年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,808 28,712

短期借入金 22,860 24,141

未払金 2,017 3,183

未払費用 7,978 8,197

未払法人税等 348 1,128

製品保証引当金 1,450 1,612

災害損失引当金 38 －

その他 5,023 6,711

流動負債合計 65,522 73,684

固定負債

長期借入金 529 25

退職給付引当金 10,272 10,882

役員退職慰労引当金 501 483

繰延税金負債 1,260 683

再評価に係る繰延税金負債 1,612 1,409

その他 350 360

固定負債合計 14,524 13,842

負債合計 80,046 87,526

純資産の部

株主資本

資本金 13,884 13,884

資本剰余金 21,210 21,211

利益剰余金 41,527 42,515

自己株式 △449 △458

株主資本合計 76,172 77,152

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △83 274

土地再評価差額金 △3,053 △2,850

為替換算調整勘定 △1,850 △1,841

その他の包括利益累計額合計 △4,986 △4,417

少数株主持分 715 525

純資産合計 71,901 73,260

負債純資産合計 151,947 160,786
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

売上高 122,929 166,237

売上原価 82,969 110,084

売上総利益 39,960 56,153

販売費及び一般管理費 37,162 51,882

営業利益 2,798 4,271

営業外収益

受取利息 66 49

受取配当金 59 18

受取和解金 40 39

貸倒引当金戻入額 130 －

その他 210 272

営業外収益合計 505 378

営業外費用

支払利息 86 224

固定資産処分損 123 107

為替差損 180 964

その他 110 240

営業外費用合計 499 1,535

経常利益 2,804 3,114

特別利益

負ののれん発生益 8,815 －

特別利益合計 8,815 －

特別損失

投資有価証券評価損 3 363

段階取得に係る差損 185 －

災害による損失 101 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 18 －

事業構造改善費用 － 271

その他 － 16

特別損失合計 307 650

税金等調整前当期純利益 11,312 2,464

法人税、住民税及び事業税 602 1,574

法人税等調整額 117 △525

法人税等合計 719 1,049

少数株主損益調整前当期純利益 10,593 1,415

少数株主利益 93 33

当期純利益 10,500 1,382
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連結包括利益計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 10,593 1,415

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,220 344

為替換算調整勘定 △713 11

土地再評価差額金 － 203

その他の包括利益合計 507 558

包括利益 11,100 1,973

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,024 1,966

少数株主に係る包括利益 76 7
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（３）連結株主資本等変動計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 13,884 13,884

当期末残高 13,884 13,884

資本剰余金

当期首残高 21,210 21,210

自己株式の処分 － 1

当期変動額合計 － 1

当期末残高 21,210 21,211

利益剰余金

当期首残高 31,419 41,527

当期変動額

剰余金の配当 △392 △393

当期純利益 10,500 1,382

当期変動額合計 10,108 989

当期末残高 41,527 42,515

自己株式

当期首残高 △435 △449

当期変動額

自己株式の取得 △11 △10

自己株式の処分 － 1

その他 △3 －

当期変動額合計 △14 △9

当期末残高 △449 △458

株主資本合計

当期首残高 66,077 76,172

当期変動額

剰余金の配当 △392 △393

当期純利益 10,500 1,382

自己株式の取得 △11 △10

自己株式の処分 － 1

その他 △3 －

当期変動額合計 10,095 980

当期末残高 76,172 77,152
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 △1,303 △83

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

1,220 357

当期変動額合計 1,220 357

当期末残高 △83 274

土地再評価差額金

当期首残高 △3,053 △3,053

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

－ 203

当期変動額合計 － 203

当期末残高 △3,053 △2,850

為替換算調整勘定

当期首残高 △1,154 △1,850

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△696 9

当期変動額合計 △696 9

当期末残高 △1,850 △1,841

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 △5,510 △4,986

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

524 569

当期変動額合計 524 569

当期末残高 △4,986 △4,417

少数株主持分

当期首残高 193 715

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 522 △190

当期変動額合計 522 △190

当期末残高 715 525

純資産合計

当期首残高 60,760 71,901

当期変動額

剰余金の配当 △392 △393

当期純利益 10,500 1,382

自己株式の取得 △11 △10

自己株式の処分 － 1

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,046 379

その他 △3 －

当期変動額合計 11,141 1,359

当期末残高 71,901 73,260
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 11,312 2,464

減価償却費 4,435 5,208

長期前払費用償却額 85 61

製品保証引当金の増減額（△は減少） △84 387

未払賞与の増減額（△は減少） 527 317

退職給付引当金の増減額（△は減少） 395 598

受取利息及び受取配当金 △125 △67

支払利息 86 224

投資有価証券評価損益（△は益） 3 363

のれん償却額 113 128

負ののれん発生益 △8,815 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,985 △9,602

たな卸資産の増減額（△は増加） △443 393

仕入債務の増減額（△は減少） △7,862 1,555

未払費用の増減額（△は減少） 177 587

前受収益の増減額（△は減少） △136 366

その他 362 339

小計 3,015 3,321

利息及び配当金の受取額 121 77

利息の支払額 △57 △202

法人税等の支払額 △410 △718

法人税等の還付額 30 796

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,699 3,274

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △697 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △5,347 △6,082

子会社株式の取得による支出 － △1,471

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△13,101 －

その他 221 252

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,924 △7,301

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 21,244 1,274

長期借入れによる収入 139 －

長期借入金の返済による支出 △557 △565

配当金の支払額 △390 △422

少数株主への配当金の支払額 △27 △40

その他 △52 5

財務活動によるキャッシュ・フロー 20,357 252

現金及び現金同等物に係る換算差額 △390 116

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,742 △3,659

現金及び現金同等物の期首残高 12,575 16,317

現金及び現金同等物の期末残高 16,317 12,658
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該当事項はありません。 

①連結子会社の事業年度等に関する事項の変更 

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である、Hitachi Medical Systems Europe Holding AG 

及びその子会社16社については同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引

については、連結上必要な調整を行っておりましたが、連結財務情報のより適正な開示を図るため

に、当連結会計年度より決算日を3月31日に変更しました。これにより、当連結会計年度は平成23年

１月１日から平成24年3月31日までの15ヶ月間を連結しております。  

②表示方法の変更 

   （連結損益計算書） 

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取和解金」は、営業外収

益の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法

の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示してい

た250百万円は、「受取和解金」40百万円、「その他」210百万円として組み替えております。 

   （連結キャッシュ・フロー計算書） 

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりまし

た「未払費用の増減額（△は減少）」、「前受収益の増減額（△は減少）」、「支払利息」、「投資

有価証券評価損益（△は益）」及び「法人税等の支払額」に含めておりました「法人税等の還付額」

は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変

更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他」に表示していた492百万円は、「未払費用の増減額（△は減少）」177百万

円、「前受収益の増減額（△は減少）」△136百万円、「支払利息」86百万円、「投資有価証券評価

損益（△は益）」3百万円、「その他」362百万円として組み替えております。また、「法人税等の支

払額」に表示していた△380百万円は、「法人税等の還付額」30百万円、「法人税等の支払額」△410

百万円として組み替えております。 

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月4日）及び「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月4日）を適

用しております。               

  

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

 ③追加情報
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 （企業結合関係） 

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

  共通支配下の取引等 

  （連結子会社の吸収合併について） 

当社は、平成23年11月30日に、当社の連結子会社であるHitachi Medical Systems Europe 

Holding AGを吸収合併存続会社、ALOKA HOLDING EUROPE AGを吸収合併消滅会社とする吸収合併を

行いました。 

  

結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並び

に取引の目的を含む取引の概要 

(1)結合当事企業の名称及び事業の内容 

企業の名称：Hitachi Medical Systems Europe Holding AG 

事業の内容：欧州地域における当社の医療機器の販売・サービスを行っております。 

企業の名称：ALOKA HOLDING EUROPE AG 

事業の内容：欧州地域における当社子会社の医療機器の販売・サービスを行っております。 

(2)企業結合日 

平成23年11月30日 

(3)企業結合の法的形式 

Hitachi Medical Systems Europe Holding AGを存続会社、ALOKA HOLDING EUROPE AGを消滅会社

とする吸収合併であります。 

(4)結合後企業の名称 

Hitachi Medical Systems Europe Holding AG 

(5)取引の目的を含む取引の概要 

Hitachi Medical Systems Europe Holding AGとALOKA HOLDING EUROPE AGは、両社とも欧州地域

において診断用超音波装置を販売しており、競合状態にありました。 

この競合状態を解消すると共に、日立メディコグループの欧州地域における販売体制を一元化し

て、診断用超音波装置をはじめＭＲイメージング装置及びＸ線ＣＴ装置の販売拡大を図るために吸

収合併しました。 

(6)実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26

日）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。 

  

  

（７）連結財務諸表に関する注記事項
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１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社は、製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品・サービスについて国内及

び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社は事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「医療機

器」「医療情報システム」「汎用分析装置」及び「医用分析装置」の４つを報告セグメントとしており

ます。 

 報告セグメントに属する主要製品の名称 

 
  

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益の数値であります。 

(セグメント情報)

報告セグメント 主要製品

医療機器 ＭＲイメージング装置

Ｘ線ＣＴ装置

Ｘ線装置

診断用超音波装置

核医学装置

医療情報システム 医用画像管理システム

病院情報システム

総合健診システム

医療事務システム

汎用分析装置 放射線測定装置

放射線（能）管理装置

医用分析装置 検体検査装置

分注装置
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３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 
  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 
 (注) 1 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社等の物流管理業務

等であります。 

       ２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△31百万円には、セグメント間取引消去4百万円、各報告セグメン

トに配分しない全社費用△35百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費

及び一般管理費であります。 

    ３ セグメント利益または損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額
連結財務諸
表計上額

医療機器
医療情報 
システム

汎用分析
装置

医用分析
装置

計

売上高

  外部顧客への売上高 108,592 8,474 3,774 2,087 122,927 2 122,929 ― 122,929

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― 155 155 △155 ―

計 108,592 8,474 3,774 2,087 122,927 157 123,084 △155 122,929

セグメント利益       
又は損失(△)

2,529 △1,112 1,046 334 2,797 8 2,805 △7 2,798

セグメント資産 114,443 4,135 6,952 5,918 131,448 95 131,543 20,404 151,947

その他の項目

  減価償却費 3,687 673 47 26 4,435 0 4,435 ― 4,435

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

4,466 900 46 25 5,439 ― 5,439 ― 5,439

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

連結財務諸
表計上額
(注３)医療機器

医療情報 
システム

汎用分析
装置

医用分析
装置

計

売上高

  外部顧客への売上高 134,158 8,975 15,262 7,834 166,229 8 166,237 ― 166,237

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― 642 642 △642 ―

計 134,158 8,975 15,262 7,834 166,229 650 166,879 △642 166,237

セグメント利益       
又は損失(△)

207 △1,334 4,249 1,129 4,251 51 4,302 △31 4,271

セグメント資産 118,526 6,713 15,847 6,270 147,356 123 147,479 13,307 160,786

その他の項目

  減価償却費 3,949 816 247 155 5,167 6 5,173 35 5,208

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

3,546 2,005 269 262 6,082 ― 6,082 ― 6,082
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４  報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事

項) 

 
  

 
  

 
 （注）全社資産（13,307百万円）の主なものは、親会社での余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金 

   （投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。  

  

 
  

  

(単位：百万円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 122,927 166,229

その他の売上高 157 650

セグメント間取引消去 △155 △642

連結財務諸表の売上高 122,929 166,237

(単位：百万円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,797 4,251

その他の利益 8 51

セグメント間取引消去 △7 4

全社費用 ― △35

連結財務諸表の営業利益 2,798 4,271

(単位：百万円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 131,448 147,356

その他の資産 95 123

全社資産（注） 20,404 13,307

連結財務諸表の資産合計 151,947 160,786

(単位：百万円)

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額
連結財務諸表

計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 4,435 5,167 0 6 ― 35 4,435 5,208

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

5,439 6,082 ― ― ― ― 5,439 6,082
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前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

１ 製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

２ 地域ごとの情報 

 (1) 売上高 

 
 (注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  

  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 
 (注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

(関連情報)

(単位：百万円)

日本 北米 欧州 その他 合計

80,106 13,536 15,243 14,044 122,929

(単位：百万円)

日本 北米 欧州 その他 合計

100,516 16,171 25,535 24,015 166,237
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(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額 

  

 
  

２ １株当たり純資産額 

  

 

  

(重要な後発事象) 

  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

  該当事項はありません。 

  

  

  

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり純資産額 1,817.13円 １株当たり純資産額 1,857.15円

１株当たり当期純利益金額 267.97円 １株当たり当期純利益金額 35.28円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式の発行がないため、記載しておりませ

ん。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式の発行がないため、記載しておりませ

ん。

項目
前連結会計年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当期純利益(百万円) 10,500 1,382

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 10,500 1,382

普通株式の期中平均株式数(千株) 39,184 39,170

項目
前連結会計年度末
(平成23年３月31日)

当連結会計年度末
(平成24年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 71,901 73,260

純資産の部の合計額から控除する金額(百
万円)

715 525

 （うち少数株主持分） (715) (525)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 71,186 72,735

１株当たり純資産額の算定に用いられた期
末の普通株式の数(千株)

39,174 39,164
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 平成24年6月21日開催予定の定時株主総会に提案する取締役候補者は次の通りです。 

  

  ① 取締役候補者 ［ ＊は新任、（ ）内は現職 ］  

 
  

  ② 退任予定取締役 ［ （ ）内は現職 ］  

    浜松  潔       ( 取締役会長 ) 

    三木 一克       ( 取締役 ) 

    高橋 秀樹       ( 取締役 ) 

    森  和廣       ( 社外取締役 株式会社日立製作所 執行役副社長) 

    西野 壽一       ( 社外取締役 株式会社日立製作所 執行役常務) 

  

 ③ 新任取締役の略歴   

    あずはた しげる 

    小豆畑  茂 

  
  生年月日  1949 年 11月 21 日 生 
  
 最終学歴   1975 年  3月 東北大学大学院工学研究科修士課程終了 
  
 職 歴      1975 年  4月 株式会社日立製作所 入社 
  
       2003 年 4月 同社 電力・電機グループＣＴＯ 兼 電力・電機開発研究所長 
             兼 新事業開発推進本部長 

６．その他

（１）役員の異動

 ＊ 取締役会長 
社外取締役 小豆畑  茂 ( 株式会社日立製作所 代表執行役 執行役副社長 ) 

 ＊ 取 締 役 北野  昌宏 ( 代表執行役 執行役社長 ) 

 ＊ 取 締 役 勝倉  教文 ( 執行役常務 ) 

 ＊ 取 締 役 村瀬  悦男 ( 執行役常務 ) 

  取 締 役 小杉   憲一郎 ( 執行役専務 兼 取締役 ) 

 ＊ 社外取締役 栗原  和浩 ( 株式会社日立製作所 執行役常務 ) 

社外取締役 田淵  智久 ( 社外取締役、弁護士 潮見坂綜合法律事務所 )

2005 年  4月 同社 日立研究所長

2008 年  1月 同社 地球環境戦略室長

2009 年  4月 同社 執行役常務 研究開発本部長

2011 年  4月 同社 執行役専務 日立グループＣＴＯ

2012 年  4月 同社 代表執行役 執行役副社長 日立グループＣＴＯ
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     きたの  まさひろ 

    北野   昌宏 

  
 生年月日  1955 年 11月 23 日 生 
  
 最終学歴   1980 年 3月 早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了 
  
 職 歴      1980 年 4月 株式会社日立製作所 入社 
  

 
    かつくら のりふみ 

     勝倉  教文 

2002 年 10月 同社 ユビキタスプラットフォームグループインターネット 
       プラットフォーム事業部サーバ開発本部長

2004 年  4月 同社 情報・通信グループエンタープライズサーバ事業部長

2007 年  4月 同社 情報・通信グループＣＳＯ 兼 経営戦略室長

2009 年  4月 同社 執行役常務 情報・通信グループプラットフォーム
       部門ＣＥＯ

2010 年  4月 同社 執行役常務 地球環境戦略室長 兼 製品環境情報管理
       強化本部副本部長 兼 モノづくり統括本部長 兼 モノづくり
       技術事業部長

2011 年  4月 同社 執行役常務 地球環境戦略室長 兼 モノづくり統括本部長
       兼 モノづくり戦略本部長

2011 年  6月 同社 執行役常務 地球環境戦略室長 兼 モノづくり統括本部長
       兼 モノづくり戦略本部長 兼 日立グループ震災復興統括本部
       副本部長

2012 年  4月 株式会社日立メディコ 代表執行役 執行役社長

生年月日 1949 年 10月 3 日 生

最終学歴 1974 年  3月 東北大学経済学部卒業

職 歴 1974 年  4月 株式会社日立製作所 入社

1997 年  5月 同社 ストレージシステム事業部総務部長

1999 年 10月 同社 研究開発本部管理統括センタ中研総務部長

2001 年  4月 同社 研究開発本部管理統括センタ長

2003 年  4月 株式会社日立メディコ 総務部長

2003 年  6月 同社 執行役 総務部長

2004 年 10月 同社 執行役 総務本部長

2009 年  4月 同社 執行役常務 総務本部長
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    むらせ  えつお 

    村瀬  悦男 

 
  

     くりはら かずひろ 

     栗原  和浩 

 

 
  

生年月日 1955 年  3月 8 日 生

 最終学歴 1977 年  3月 京都大学経済学部卒業

職 歴 1977 年  4月 株式会社日立製作所 入社

2000 年  8月 同社 企画室部長

2003 年 12月 同社 情報・通信グループ財務本部情報制御システム経理部長

2005 年  4月 同社 電力・電機業務本部財務本部長

2007 年  4月 同社 タックスアカウンティングセンタ長

2010 年  4月 同社 財務統括本部タックスアカウンティングセンタ長

2012 年  4月 株式会社日立メディコ 執行役常務 財務本部長

生年月日 1952 年 12月 6日 生

最終学歴 1976 年  3月 東京大学経済学部卒業

職 歴 1976 年  4月 株式会社日立製作所 入社

2003 年  4月 同社 営業企画本部長 兼 ＣＩＯ

2005 年  4月 日立(中国)有限公司 副総経理

2006 年  4月 株式会社日立製作所 電機グループ長付 兼 中国事業推進室長

2007 年  4月 同社 電機グループ交通システム事業部長

2009 年  4月 同社 電機グループ営業統括本部長

2010 年  4月 同社 中部支社長

2011 年  4月 同社 執行役常務 中部支社長

2012 年  4月 同社 執行役常務 社会イノベーション・プロジェクト本部長
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